










をまねた生活保護法（1961年）が存在していたが、朝鮮戦争孤児らに 1人 1 日コメ 3合を施設あて配給する
に過ぎなかった（在宅者にはアメリカ援助の小麦粉を250グラム /日）。以来、保護は主食現物をベースと
されたため、1994年、その低さが市民団体「参与連帯」の支援で憲法裁判が提訴され、福祉運動時代が幕
を開けた。1997年の判決は棄却ながら、野党優勢のもと、国会・保健福祉委員会が活気づき、雇用保険・
年金制度・福祉施設運営など金大中・盧武鉉（1998年～ 2008年）と続く左派政権のもとで一大福祉改革が
とげられた。
その後の保守政権のもとでも、地域事務所での雇用・福祉のワン・ストップ・サービスや、個人番号を
活用したインターネット行政サービスなど、多様な展開がなされている。
最後に、COVID-19に関わる生活保障について、感染症対策の流れとともに紹介した。
質疑では前田啓一先生から、韓国の福祉形成と特徴に関わる根源的なご質問をいただいた。今後の研究
に生かしたい、ここに感謝の意を表する。
（参考・主著）
単著（2016）『韓国社会保障形成の政治経済学』新幹社（韓国語版は、2017 大韓民国学術院優秀学術書に
選定）
編著（2019）『生活現場の活動者たち』木犀社（社会人修士修了生らの活動＝研究を編集）
論文（2020a）「歴史と思想」、上村泰裕ほか編『新・世界の社会福祉：アジア』旬報社
論文（2020b）「韓国の勤労貧困対策としての雇用・福祉連携施策──歴史的経緯と現代的意義──」『信
州大学経法論集』8:1-27
研究ノート（2020c）「韓国の地域福祉に関するフィールド・メモ : 2004~2019年」『信州大学経法論集』
8:29-58
研究ノート（2020d）「韓国の感染病対策小史」『世界の社会福祉 2020』旬報社：199-208
孔栄鐘との共著・研究ノート（2021）「日本における障害者雇用政策の現状と課題」『大阪商業大学共同参
画研究所紀要』2:97-124
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会　　報
第399回　研究発表会（2020年11月25日）
後　段〔司会：和田　伸介 教授〕
1．発表者　岩﨑　　勇 教授
2．演　題　幸せになれる「心の法則」
3．要　旨
本研究会では、最近出版された拙著『幸せになれる「心の法則」』（幻冬舎）の内容について報告を行っ
た。まず本報告では、「人生の目的は自己の進化向上によって幸せになることである」という観点に立っ
て、日々の生活において人が愛と心の豊かさを起点として考え、行動することによって幸せになれるとし
た。この場合、幸せになるためには、「幸せになるような生き方」が非常に大切である。このために、本報
告では、以下で示すような因果律や慈愛など正しい心の法則を知り、それを日常的な習慣として実践し、
それと調和した生き方をすることが幸せになるための王道であることを示した。
すなわち、まず㋐人生を幸せに生きるための前提として、人生というドラマを織りなす経糸と緯糸の法
則として、縁起の法（の発現形態としての環境）と因果律（因果応報の法則）が作用していることを理解
すること、また㋑自覚した方がよいと考えられる人生における 5大事実として、今、ここ、自分、1回性及
び志があり、これらを自覚して確固な志・夢を描き、それを実現するために努力することの重要性を指摘
した。
次に、本報告の中心的なテーマである幸せな人生を送るために必要な「心の法則」が解説した。なお、
本報告で「心の法則」とは、人生において生じるすべての現象の背後に存在している精神的な法則ないし
真理のことである。これは自覚するとしないとにかかわらず、確かに存在し、人生において働いているも
のである。
そして、最も基本的な心の法則として、因果律、健康、一切唯心造、自他一如、慈愛、感謝、本心良心、
積極性、潜在意識及び空
くう
があることを指摘した。とりわけこの心の法則を詳細に検討する中から、日常的
な実戦の指針として幸福の方程式（「幸福＝考え方×積極性×実践力×縁））を導出した。この幸福の方程
式によれば、この方程式それ自体が心の法則のうちで最も重要で包括的な根本法則である因果律を示して
いることを説明した。
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第340回　研究発表会（2021年１月20日）
前　段〔司会：河辺　　純 教授〕
1．発表者　大平　剛士 助教
2．演　題　仕事と介護の要求度-資源が抑うつ感とワーク・エンゲイジメントに与える
影響
3．要　旨
わが国では、高齢化によって在宅介護が増えており、介護を担う従業員も増加しているが、仕事と介護
の両立に関する要因が介護を担う従業員の働きがいや精神的健康にどのような影響を与えるかは十分に明
らかになっていない。本研究では、仕事領域において両立を阻害する要因である仕事の要求度（「仕事の負
担」や「役割葛藤」）と、促進する要因である仕事の資源（「仕事のコントロール」、「技能の活用」、「Family 
Supportive Supervisory Behavior」）、また家庭領域において両立の阻害要因である介護の要求度（「介護時
間」や「介助必要度」）と、促進要因である介護の資源（「介護家族者ソーシャルサポート」や「ケアマネ
ジャーとの情報共有」）が抑うつ感とワーク・エンゲイジメントという介護を担う従業員の働きがいや精神
的健康に与える影響を検証した。主な分析結果として、①仕事の要求度に関しては、仕事の負担はワーク・
エンゲイジメントを高め、役割葛藤は抑うつ感を高め、ワーク・エンゲイジメントを低下させていた。②
仕事の資源に関しては、抑うつ感との関係は見られなかったが、技能の活用とFSSB はワーク・エンゲイ
ジメントを高めていた。③介護の要求度に関しては、介護時間が抑うつ感を高めていたが、ワーク・エン
ゲイジメントへの影響は確認できなかった。④介護の資源に関しては、家族介護者ソーシャルサポートは
抑うつ感を低下させ、ワーク・エンゲイジメントを高めていた。本研究の結果から、介護を担う従業員の
精神的健康と働きがいに対しては、職場での仕事で果たす役割に葛藤が生じないことや、在宅介護での家
族のサポートがあることが重要である。また、仕事の働きがいに関しては、挑戦的で能力が発揮できる職
務特性や仕事と介護の両立を支える上司の存在が、精神的な健康の維持には介護時間が長くならないこと
も必要であることが示唆される。
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第340回　研究発表会（2021年1月20日）
後　段〔司会：池田　　潔 教授〕
1．発表者　太田　一樹 教授
2．演　題　中小企業の国際化プロセスと現地経営に関する研究
　　　　　　─中国市場での事例を中心に─
3．要　旨
本報告は、報告者が現地調査を中心に長年取り組んできた海外展開についての研究成果をまとめたもの
である。問題意識は以下のとおりである。国際化の進展により、大企業だけでなく中小企業も海外展開の
取組みが喫緊の課題となっている。一方、国際経営に関する優れた研究は数多いが、丹下（2016）や山本
（2015）などが指摘するように、中小企業における海外進出の動機、進出プロセス、海外現地法人でのマネ
ジメント状況、次なるビジネス展開、撤退といった一連の流れを、企業（あるいは事業）の成長とともに
長期的に包括的に分析した研究は少ない。そこで、本報告では、今日でも中小企業における重要な進出拠
点（海外直接投資）の一つである中国市場を対象に、業績を高めている企業の特徴を整理するとともに海
外展開を含む国際化についての戦略課題について検討している。
具体的には、先行研究について、国際経営に関する研究、アジア市場に関する研究、中小企業に関する
研究の大きく 3タイプに分類し、代表的な文献をレビューしている。その後、現地調査の結果を中心に 5社
の事例を紹介している。特にＷ株式会社の事例では、1990年央から始まる中国への直接投資によって設立
された工場での生産立ち上げの経緯、その後の中国におけるサービス業展開における一連の展開プロセス
を丹念に分析している。最後に、本研究の意義と課題として、先行研究と比較検討しながらいくつかの実
践的意義とともに理論的意義を提起している。特に、中小企業の国際化プロセスには国際的アントレプレ
ナーシップが大きく影響している可能性のあること、さらに企業家精神の発露を含め、進出国市場におけ
る産業のライフサイクル（国ごとの差異も含めて）を考慮した海外展開のプロセスの研究が重要となって
いることを提起している。
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